


僕は地元・親元を離れたくて仕方のない人間でし
た。理由は、謎です。
ただ、WISHに⼊寮してからというもの自然と孤独を
感じるようになりました。寮内に友達はいました。
サークルの仲間も。ただ、家族や地元が恋しくなり
ました。それが⼀番の思い出です。良い思い出で
す。お陰で家族や地元を好きになれたから。

僕のWISHでの⼀番の思い出は「５階」というフロア
でRAインターンをさせてもらったことです。インタ
ーン期間中にできるだけ多くの寮⽣とふれ合うこと
をこころがけ、⽇々の⽣活のことやWISHについて思
っていることなど様々な話をしました。人によって
多種多様な意⾒があって、こういった角度から⾒た
考えもあるのだということに気づかされたりもしま
した。的確なアドバイスをしてくれた友達も多数お
り、改めて周りに恵まれていたなと思います。そう
いった点で５階寮⽣には感謝の気持ちでいっぱいで
す。今回の経験で自分自⾝が少し成⻑できたと感じ
られた点が僕の中での思い出です。

※RAインターン：RAになる選考において候補⽣が他
階の課題を解決する選考過程のこと。

WISHでの⼀番の思い出は、リビングやキッチンでく
だらないことから⻘臭い話を、夜遅くまで語ること
のできる友ができたことです。花火大会とかSIとか
⾊々ありましたが、語れる友の存在が⼀番大きいで
す。

WISHでの思い出は人との関わりが格段に深く、そし
て広くなったことです。自分のユニットは清潔さと
居心地の良さを追求した空間にしたので、フロアの
⼦たちからは「橘ホテル」と呼ばれていました。違
うフロアから遊びに来てくれたり、ほぼ毎⽇顔を出
してくれる⼦がいたり、ミーティングの場所に使っ
たりとWISHの寮⽣の集合場所のようになっていたのが
嬉しかったです。よなよなふざけた話や真⾯目な話
をしてとても濃い時間を過ごしていました。ここで
培った人間関係は今後もずっと続いていくと思いま
す。

WISHには楽しい思い出がたくさんありますが、⼀番
感動的な思い出としたら誕⽣⽇パーティーを言わざ
るを得ません。4⽉⼊寮したばかりの新寮⽣たちが集
まって誕⽣⽇の主人公を祝わったことをはじめとし
て、1年間毎⽉多くの寮⽣の誕⽣⽇を祝いなから親し
くなったのです。おかげで今も親しい友達をたくさ
ん作ることができました。

WISHで暮らした2年間の1番の思い出は決められませ
ん。ただ、毎晩部屋に帰れば誰かがいて夜遅くまで
語り合ったこと、遊んだこと、ご飯を食べたこと、
映画を観たこと、そんなことの全てが私の大事な思
い出です。

 P�ecious Mem�ies
…この思い出とともに卒業する。

たった⼆年間の WI S Hでの寮⽣活。
かけがえのない友達や、数々のイベント、何気ない⽇々。

卒寮⽣にとって、振り返ってみるとすべてが大事な「思い出」。
そんなWISHでの⽣活の中でのそろぞれの思い出を、すこし紹介します。
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